
５
月
１
日(

日)

、
中
央
メ
ー
デ
ー
が

代
々
木
公
園
野
外
小
音
楽
堂
に
て
例
年

よ
り
規
模
を
縮
小
し
開
催
さ
れ
、
約
２

９
０
０
人(

建
交
労
東
京
参
加
約
３
０

名)

が
結
集
し
ま
し
た
。
三
多
摩
メ
ー

デ
ー
は
井
の
頭
公
園
西
園
に
て
例
年
と

同
規
模
で
行
わ
れ
１
５
０
０
名
以
上

(
建
交
労
東
京
参
加
２
７
名)

が
参
加
し

ま
し
た
。
中
央
メ
ー
デ
ー
、
三
多
摩
メ
ー

デ
ー
共
に
リ
ア
ル
開
催
は
３
年
ぶ
り
と

な
り
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
国
民
の
い
の
ち
と

健
康
確
保
へ
、
コ
ロ
ナ
対
策
予
算
の
拡

充
を
」
「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事

侵
略
糾
弾
、
直
ち
に
撤
退
せ
よ
」
「
ケ

ア
労
働
者
を
は
じ
め
す
べ
て
の
労
働
者

の
大
幅
賃
上
げ
実
現
」
「
岸
田
改
憲
・

大
軍
拡
政
権
反
対

市
民
と
野
党
共
闘

の
進
化
で
参
議
院
選
挙
勝
利
」
「
８
時

間
労
働
が
当
た
り
前
、
人
間
ら
し
く
生

き
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
」
「

な
く
せ

貧
困
と
格
差

大
幅
賃
上
げ
・
底
上
げ

で
景
気
回
復

地
域
活
性
化
」
「

い
ま

す
ぐ
最
賃
１
５
０
０
円

全
国
一
律
最

賃
法
制
化
の
実
現
」
「
裁
量
労
働
制
の

適
用
拡
大
反
対
」
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

社
会
の
実
現

多
様
性
の
尊
重
」
「
消

費
税
減
税
実
現

イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
反

対
と
不
公
平
税
制
の
是
正
」
「
大
企
業

の
内
部
留
保
還
元

年
金
・
医
療
・
介

護
な
ど
社
会
保
障
制
度
の
拡
充
」
「

国
に
よ
る
被
災
者
の
生
活
と
生
業
を
支

え
る
復
興
」
「
急
げ
気
候
変
動
対
策

脱
炭
素
、
原
発
ゼ
ロ
な
ど
グ
リ
ー
ン
リ

カ
バ
リ
ー
の
実
現
」
「

軍
事
費
削
減

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
反
対
」
「
憲

法
９
条
を
守
れ

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
戦
争
す

る
国
づ
く
り
」
「
辺
野
古
の
新
基
地
建

設
反
対
」
「
オ
ス
プ
レ
イ
全
国
配
備
撤

回
核
兵
器
禁
止
条
約
の
早
期
批
准
を
」

な
ど
で
す
。
小
畑
雅
子
全
労
連
議
長
が

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
「
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
つ
い
て
国
際
世

論
の
力
で
侵
略
を
止
め
、
国
連
憲
章
に

基
づ
く
平
和
の
国
際
秩
序
を
回
復
さ
せ

よ
う
。
憲
法
を
生
か
し
た
平
和
な
日
本

を
つ
く
る
た
め
、
幅
広
い
労
働
者
と
国

民
の
共
闘
を
呼
び
か
け
よ
う
。
２
２
春

闘
で
掲
げ
た
要
求
に
確
信
を
持
ち
労
働

組
合
へ
の
結
集
を
高
め
、
運
動
を
す
す

め
よ
う
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
中
央
メ
ー
デ
ー
は
雨

の
中
、
青
山
コ
ー
ス
を
デ
モ
行
進
、
三

多
摩
メ
ー
デ
ー
は
車
両
で
の
デ
モ
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
街
行
く
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。【

書
記
長

遠
藤

晃
】

建
交
労
・
京
王
新
労
組

支
援
共
闘
会
議
は
４
月
２

３
日
（
土
）
、
京
王
線
高

尾
山
口
駅
で
宣
伝
行
動
に

取
り
組
み
、
東
京
ト
ラ
ッ

ク
部
会
の
仲
間
を
含
め
２

０
名
が
結
集
し
、
用
意
し

た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
入
り
ビ
ラ

１
５
０
０
枚
を
配
り
ま
し

た
。
当
日
は
晴
天
で
暑
く

な
り
、
少
し
動
く
と
汗
が

出
る
程
の
陽
気
で
し
た
が
、

駅
前
は
新
緑
が
素
晴
ら
し

く
、
早
朝
か
ら
登
山
客
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
「
よ

う
こ
そ
高
尾
山
へ
」
「
気

を
付
け
て
登
山
を
楽
し
ん

で
き
て
下
さ
い
」
と
声
を

掛
け
な
が
ら
手
渡
し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の

受
け
取
り
が
良
く
、
登
山
を
楽
し
も
う

と
い
う
思
い
や
雰
囲
気
を
壊
さ
ず
、
宣

伝
出
来
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

と
い
う
蛮
行
を
受
け
「
戦
争
は

い
や
！
平
和
が
い
い
！
」
と
主

張
し
た
横
断
幕
を
掲
げ
「
戦
争

を
止
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
、
と
も

に
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
」
と

訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
２
２
春

闘
が
後
半
戦
に
入
り
、
労
働
者

の
賃
上
げ
の
必
要
性
に
つ
い
て

宣
伝
し
た
他
、
ト
ラ
ッ
ク
・
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
ド
ラ
イ

バ
ー
の
労
働
時
間
を
定
め
た
改

善
基
準
告
示
が
２
０
２
４
年
４
月
の
改

正
・
施
行
に
向
け
て
議
論
の
真
っ
只
中

で
あ
る
事
に
触
れ
、
最
低
で
も
１
１
時

間
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
義
務
化
を
求
め

て
い
る
事
な
ど
を
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時

間
労
働
の
実
態
を
紹
介
し
な
が
ら
訴
え

ま
し
た
。

宣
伝
後
、
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会
の
仲

間
と
一
緒
に
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
リ
フ
ト

で
登
り
、
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

緑
豊
か
な
高
尾
山
は
、
都
心
を
一
望
出

来
る
眺
め
も
最
高
で
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
ま
た
こ
の
会
場
で
や
り
た
い
ね
」

と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在

行
わ
れ
て
い
る
会
社
と
の
和
解
協
議
が

解
決
に
向
か
い
、
来
年
は
宣
伝
行
動
無

し
で
登
山
を
楽
し
め
る
こ
と
願
っ
て
い

ま
す
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）

執
行
委
員
長

佐
々
木

仁
】
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５
月
１
日

第
９
３
回

中
央
メ
ー
デ
ー
・
三
多
摩
メ
ー
デ
ー
開
催



５
月
６
日
（
金
）
～

７
日
（
土
）
「
２
０
２

２
年
原
水
爆
禁
止
国
民

大
行
進
東
京
～
広
島
」

が
東
京
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
出
発
集
会
が
開

催
さ
れ
た
江
東
区
夢
の

島
第
五
福
竜
丸
展
示
会

前
に
は
３
０
０
人
が
集

い
、
２
日
間
合
わ
せ
て

中
央
本
部
７
人
、
東
京

都
本
部
６
人
合
計
１
３

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

核
兵
器
の
な
い
平
和
で

公
正
な
世
界
の
実
現
を

目
指
し
“
Ｎ
Ｏ

Ｗ
Ａ

Ｒ
・
Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ

Ｓ
！
“
と
ピ
ー
ス
コ
ー
ル
を
挙
げ
沿

道
に
呼
び
か
け
な
が
ら
被
爆
地
広
島

ま
で
行
進
し
ま
す
。
主
催
者
あ
い
さ

つ
で
大
会
実
行
委
員
長
の
高
草
木
博

共
代
表
は
「
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
６

５
回
目
の
国
民
大
行
進
が
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
中
で
開
始
さ
れ

る
。
日
本
に
と
っ
て
も
世
界
に
と
っ

て
も
重
要
な
行
進
と
な
る
。
侵
略
戦

争
や
め
よ
、
核
兵
器
使
わ
せ
な
い
、

国
際
法
守
れ
、
日
本
は
核
兵
器
禁
止

条
約
に
参
加
せ
よ
と
の
声
を
全
国
と

世
界
に
届
け
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
ロ
シ
ア
が
２
月
２
４
日
に
開

始
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
他
国

へ
の
武
力
の
行
使
を
禁
じ
た
国
連
憲

章
違
反
で
す
。
ま
た
市
民
や
子
ど
も
、

学
校
や
病
院
へ
の
攻
撃
は
、
国
際
人

道
法
違
反
で
す
。
平
和
と
安
全
を
守

る
方
法
は
、
圧
倒
的
に
国
際
社
会
と

世
界
諸
国
民
の
世
論
と
行
動
で
す
。

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
か
ら
ロ

シ
ア
の
侵
略
に
抗
議
し
戦
争
の
即
時

停
止
の
声
を
上
げ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
連
帯
あ
い
さ
つ
と
し
て
、

被
爆
者
団
体
の
家
島
昌
志
代
表
理
事

は
「
日
本
政
府
に
対
し
て
核
保
有
国

と
非
核
保
有
国
の
橋
渡
し
す
る
と
い

い
な
が
ら
、
何
も
し
て
い
な
い
」
と

批
判
。
政
府
の
姿
勢
を
変
え
さ
せ
よ

う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
政
府
は
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
め
ざ
す
こ
と

が
日
本
の
責
務
だ
と
し
な
が
ら
、
他

方
で
は
核
兵
器
の
脅
威
に
対
し
て
は
、

米
国
の
核
抑
止
力
が
不
可
欠
だ
と
い
っ

て
い
ま
す
。
６
月
に
は
ウ
ィ
ー
ン
で
、

核
兵
器
禁
止
条
約
の
会
議
が
開
か
れ

ま
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准

し
て
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
に

む
け
て
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

６
日
（
金
）
は
江
東
区
夢
の
島
か

ら
日
比
谷
公
園
ま
で
、
７
日
（
土
）

は
港
区
芝
公
園
か
ら
神
奈
川
県
と
の

県
境
六
郷
橋
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。

【
常
任
執
行
委
員

江
部

明
子
】
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５
月
１
５
日
（
日
）
、
第

７
期
と
な
る
建
交
労
東
京
学

校
の
第
２
回
目
の
講
座
を
東

京
地
評
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
を
会

場
に
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開

催
し
、
３
４
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
全
４
回
シ
リ
ー
ズ
で

労
働
組
合
の
基
礎
を
学
べ
る

本
講
座
は
、
東
京
学
習
協
の

江
口
健
志
さ
ん
を
講
師
に
４

月
に
開
校
。
第
２
回
目
は

「
職
場
闘
争
、
産
別
闘
争
、

政
策
制
度
闘
争
」
が
テ
ー
マ

で
し
た
。
第
３
回
は
「
組
織

拡
大
と
政
治
変
革
」
６
月
２

６
日
（
日
）
１
４
時
～
東
京

地
評
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
（
大
塚
駅
徒
歩
１

０
分
）
に
て
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催

の
見
込
み
で
す
。
途
中
か
ら
参
加
し
た

方
で
も
、
大
変
わ
か
り
や
す
い
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
是
非
ご
参
加
下
さ
い
！

施
行
か
ら
７
５
年
を
迎
え
た
憲
法
記

念
日
の
５
月
３
日
、
戦
争
を
さ
せ
な
い

・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行

委
員
会
等
が
２
０
１
９
年
以
来
と
な
る

憲
法
集
会
を
江
東
区
有
明
防
災
公
園
で

開
催
し
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
を
受
け
、
今
こ
そ
憲
法
９
条
を

い
か
そ
う
と
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
た

参
加
者
１
万
５
千
人
が
集
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
の
藤
本
泰
成
さ
ん
は

「
核
共
有
」
や
「
敵
地
攻
撃
能
力
の
保

有
」
を
主
張
す
る
改
憲
派
を
批
判
。
上

智
大
の
中
野
晃
一
教
授
は
「
戦
争
を
防

ぐ
に
は
抑
止
力
と
、
先
に
攻
め
る
つ
も

り
が
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
重
要
。

９
条
を
な
く
せ
ば
抑
止
力
に
頼
る
し
か

な
く
な
り
、
無
限
の
軍
拡
に
つ
な
が
る
。

９
条
を
守
る
こ
と
が
安
全
保
障
に
つ
な

が
る
。
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
集
会
後
、

デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

【
書
記
次
長

笹
原

和
樹
】

港
湾
荷
役
労
使
協
定
の
期
間
満
了
が
今
年
７

月
に
迫
る
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
港
湾
情
勢
に
つ

い
て
、
国
際
港
湾
倉
庫
労
働
者
組
合
（
Ⅰ
Ｌ
Ｗ

Ｕ
）
と
経
営
側
団
体
の
太
平
洋
海
事
協
会
（
Ｐ

Ｍ
Ａ
）
と
の
交
渉
が
５
月
１
２
日
に
開
始
予
定

の
所
、
２
日
前
倒
し
で
開
催
さ
れ
た
と
現
地
メ

デ
ィ
ア
が
報
じ
た
。
賃
金
や
福
利
厚
生
、
荷
役

作
業
の
自
動
化
に
つ
い
て
争
点
と
な
る
他
、
米

国
内
の
消
費
増
加
に
よ
る
記
録
的
な
輸
送
会
社

の
利
益
増
、
そ
し
て
感
染
リ
ス
ク
が
伴
う
中
で

港
湾
労
働
者
が
休
む
事
無
く
作
業
を
行
い
医
療

品
な
ど
の
輸
入
を
支
え
て
来
た
事
が
交
渉
に
大

き
く
影
響
す
る
と
し
て
い
る
。
Ⅰ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
は
２

９
の
港
で
働
く
労
働
者
１
万
５
千
人
の
組
織
。

６
年
に
１
度
協
約
の
見
直
し
が
さ
れ
過
去
２
０

０
２
年
に
は
、
港
湾
事
業
の
Ⅰ
Ｔ
化
と
合
理
化

に
つ
い
て
合
意
に
至
ら
ず
不
調
に
終
わ
り
ス
ト

ラ
イ
キ
を
決
行
。
２
９
港
全
て
が
１
１
日
間
に

渡
っ
て
閉
鎖
さ
れ
２
０
０
隻
以
上
の
貨
物
船
が

待
機
状
態
と
な
り
世
界
中
に
影
響
が
出
た
。
米

国
で
は
、
港
湾
労
働
者
や
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
が

不
足
し
て
お
り
、
輸
入
の
急
増
に
対
応
し
き
れ

ず
昨
年
１
０
月
に
待
機
コ
ン
テ
ナ
船
が
１
０
０

隻
を
超
え
る
事
態
が
発
生
。
イ
ン
フ
レ
や
燃
料

費
高
騰
等
も
交
渉
に
影
響
す
る
と
見
ら
れ
る
。

５月１５日建交労東京学校第２回講座開催
次回は６月２６日（日）１４時～１７時

■６月１０日（金）～１２日（日）

建交労フェスタin京都

■６月２６日（日）１４時～建交労東京

学校第３回講座／ラパスホール（大塚駅）

■７月３１日（日）１４時～建交労東京

学校第４回講座／ラパスホール（大塚駅）

■８月２７日（土）～２８日（日）

建交労中央定期大会

組合掲示板


